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寛

之

江
戸
中
期
の
曹
洞
宗
学
に
お
け
る
禅
戒
思
想
の
展
開
は
、
宗
統
復
古

運
動
に
端
を
発
し
た
宗
学
興
隆
の
気
運
と
、
黄
漿
宗
の
伝
来
に
伴
う
授

戒
会
の
開
建
に
刺
戟
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
内
容
的
に
は
禅
戒
の

本
質
は
何

か
と
い
う
宗
義
上
の
問
題
と
、
洞
門
の
授
戒
儀
軌
は
ど
の
よ

う
で
あ
る
か
と
い
う
実
際
的
な
問
題
と
が
、
常
に
表
裏
の
関
係
に
お
い

て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
禅
戒
思
想
の
初
期
の
段
階
で
は
、
宗

義
と
史
実

が
必
ず
し
も
明
確
に
認
識
さ
れ
な
い
ま
ま
論
議
さ
れ
た
傾
向

が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
禅
戒
の
本
質
的
理
解
に
つ
い
て
も
、
ま
た
儀
軌

の
歴
史
的
解
明
に
つ
い
て
も
、
多
年
の
歳
月
を
費
し
な
が
ら
而
も
今
日

に
課
題
を
残
し
て
い
る
点
も
存
す
る
。
本
稿
で
は
以
下
に
禅
戒
思
想
の

推
移
を
主
要
な
著
述
に
つ
い
て
概
観
し
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
省
察
し

て
み
た

い
と
思
う
。

禅
戒
思
想
の
半
世
紀
に
亙
る
史
的
経
過
の
な
か
で
、
最
初
に
洞
門
独

自

の
禅
戒

の
意
義
と
そ
の
作
法
を
、

一
宗
の
内
外
に
宣
揚
し
た
の
は
、

周
知

の
ご
と
く
卍
山
道
白

(
一
六
三
六
-
一
七

一
五
)
で
あ
る
。
卍
山
に

は
、
洞
門

で
は
初
め
て

「
禅
戒
」
の
名
を
冠
し
た

『
禅
戒
訣
』
と
、
来

客

の
質
疑
十
八
間
に
対
し
て
答
え
た

『
対
客
閑
話
』
の
著
作
が
存
す
る

が
、
禅
戒
論
議
の
直
接
的
契
機
と
な
つ
た
の
は
、
後
者
の
『対
客
閑
話
』

で
あ
る
。

こ
の
著
述
は
、
正
徳
五
年

(
一
七
一
五
)
に
卍
山
の
八
十
寿

を
祝
し
て
法
嗣
の
三
洲
白
竜
が
編
纂
し
、
漱
石
玄
英
が
刊
行
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
十
八
項
の
問
答
の
中
で
禅
戒
に
直
接
関
係
が
あ
る
の
は
、

前
三
項
の
問
答
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
の
禅
戒

の
論
書
か
ら
す
れ
ば
短
篇

で
あ
る
が
、
禅
戒
の
由
来
、
儀
軌
の
伝
承
、
授
戒

の
心
得
な
ど
、
後
に

論
議
の
対
象
と
な
つ
た
重
要
な
事
項
が
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
当
時

流
行
の
黄
奨
の
弘
戒
法
儀
に
つ
い
て
の
見
解
や
、
禅
戒
と
教
戒
の
区
別
、

重
受
戒
義
の
所
説
な
ど
、
卍
山
の
禅
戒
思
想
を
知
る
上
で
本
書
の
も
つ

意
義
は
大
き
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
卍
山
は
こ
の
書
が
刊
行

さ
れ
た
正
徳
五
年
の
八
月
に
、
八
十
歳
を
以
て
入
寂
し
た
が
、
そ
の
四

年
後
の
享
保
四
年

(
一
七
一
九
)
に
は
、
石
雲

融
仙

(
生
寂
年
不
詳
)
が

『
叢
林
薬
樹
』
二
巻
を
著
し
て
真
向
か
ら
卍
山

の
所
説
に
反
論
し
、
こ

れ
が
禅
戒
論
争

の
発
端
と
な
つ
た
。
す
な
わ
ち
融
仙
は
、
当
時
長
崎
皓

台
寺
の
住
持
で
卍
山
と
共
に
宗
統
復
古
運
動
を

推
進

し
た
独
庵
玄
光

禅
戒
思
想
論
考

(黒

丸
)
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(
一
六
三
〇
-
一
六
九
八
)
の

『
護
法
集
』
の
立
場
を
正
統
と
し
て
、
卍

山
の

『
対
客
閑
話
』
に
対
し
て
逐

一
反
駁
を
加
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の

理
由
と
し
て
融
仙
は
、
大
乗
菩
薩
戒
は
仏
教
諸
宗
に
古
今
共
通
の
も
の

で
あ
つ
て
、
禅
宗
だ
け
が
特
に
禅
戒
を
主
張
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と

す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
立
場
か
ら
、
卍
山
が
禅
戒

の
源
流
と
す
る

達
磨
所
伝
の
一
心
戒
に
つ
い
て
も

「蓋
し
達
磨
大
師

の
所
伝
は
見
性
成

仏
の
み
、
波
羅
提
木
叉
は
与
ら
ず
、
卍
師
の
達
磨
大
師
所
伝
の

一
乗
戒

(
1
)

と
謂
う
は
異
端
な
り
」
(原
漢
文
)
と
し
て
、
こ
れ
を
否
定
す
る
の
で
あ

る
。
後

に
洞
門

の
伝
統
的
な
理
解
で
は
、
卍
山

・
面
山
を
中
心
と
す
る

宗
学
が
正
統
の
地
位
を
占
め
、
独
庵

・
融
仙

の
所
論
は
異
端
と
さ
れ
た

の
で
あ
る
が
、
融
仙
等
の
主
張
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
点
が
よ
り
多
く
存

す
る
と
は
い
え
、
そ
の
立
揚
が
戒
学
に
就

い
て
の
禅
宗
の
史
実
を
ふ
ま

え
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
歴
史
的
事
実

の
指
摘
は
容
認
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
融
仙
が
禅
門
に
独
自
の
戒
は
存
し
な
い

と
す
る
禅
戒
否
定

の
思
想
は
、
天
桂
伝
尊

(
一
六
四
八
-
一
七
三
五
)
の

宗
学
に
も
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

次
い
で
、
融
仙
の

『叢
林
薬
樹
』
が
刊
行
さ
れ
て
更
に
五
年
後
の
享

保
九
年

(
一
七
二
四
)
に
、
江
戸
福
寿
院
に
住
し
た
甘
露
英
泉

(生
寂
年

不
詳
)
が

『
 
羅
敲
髄
章
』

一
巻
を
上
梓
し
た
。

こ
の
著
書

は
、
仏
教

一
般
の
戒
律
史
を
始
め
、
各
宗
各
派
に
お
け
る
伝
戒
の
系
統
、
並

び
に

戒
儀
の
内
容
等
を
解
説
し
た
も
の
で
、
歴
史
的
に
戒
律

の
起
原
と
相
承

か
ら
筆
を
起
こ
し
、
受
戒
に
お
け
る
漏
磨

・
戒
本

・
戒
体
等
に
つ
い
て

論
じ
、
次
に
律

・
天
台

・
法
相

・
華
厳

・
真
言

・
禅

の
六
宗

の
順
に
、

伝
戒
の
状
態

・
戒
相

・
戒
義
等
に
関
し
て
詳
細
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い

る
。
英
泉
は
、
こ
の
書
を
著
し
た
理
由
に
つ
い
て

「
月
舟
幸
に
洞
門
を

中
興
し
、
卍
山
之
を
承
く
、
禅
戒
あ
る
こ
と
を
識
る
と
錐
も
、
未
だ
戒

学
に
富
な
ら
ず
、
所
説
の
言
に
於
い
て
託
略
少

か
ら
ず
、
予
、
禅
戒
を

護
念
せ
ん
が
た
め
に
諸
宗
の
戒
髄
を
敲
き
、
傍

ら
弘
戒
儀
を
辮
ず
、
是

(
2
)

れ
此
の
書
を
撰
す
る
所
以
な
り
」
(原
漢
文
)
と
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、

本
書
は
卍
山
の
禅
戒
論
に
お
け
る
欠
点
を
補
つ
て
、
禅
戒
の
本
旨
を
宣

揚
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
独
庵
門
下
の

所
論
に
対
し
て
は
痛
烈
な
批
判
を
加
え
て
い
る

こ
と
か
ら
し
て
も
、
英

泉
自
身
と
し
て
は

「禅
戒
を
護
念
せ
ん
が
た
め
」
の
著
述
で
あ
つ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
面
山
か
ら
は
卍
山
の
批
判
に
及
ん
だ
点
が
忌
避
さ
れ
、

(
3
)

「法
に
お
い
て
益
な
く
、

人
に
お
い
て
利
あ
ら

ず
」
(蹟
 
羅
敲
髄
尾
.

面
山
広
録
第
二
十
二
巻
)
と
し
て
排
除
さ
れ
る
に
至

つ
た
。
当
時
、
洞
門

で
は
護
教
的
な
立
場
か
ら
、
禅
戒
独
自
の
意
義
を
確
立
す
る
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
た
と
は
思
わ
れ
る
が
、
卍
山

・
面
山
系
統
の
宗
学
に
反
す
る

立
論
は
総
て
異
端
邪
説
と
し
て
斥
け
ら
れ
た
結
果
、
禅
戒
に
関
す
る
歴

史
的
研
究
が
以
後
殆
ん
ど
途
絶
え
て
し
ま
つ
た
こ
と
は
惜
し
ま
れ
る
。

英
泉
が

『
 
羅
敲
髄
章
』
を
刊
行
し
た
享
保
九
年
の
八
月
は
、
恰
も

面
山
瑞
方

(
一
六
八
三
-
一
七
六
九
)
が
肥
後
の
清
潭
寺
に
お

い
て

『
仏

祖
正
伝
大
戒
訣
』
三
巻
を
撰
述
し
畢
つ
た
と
き
に
あ
た
つ
て
い
る

(同

書
下
巻
奥
書
)
。
こ
の
書
が
上
梓
さ
れ
た
の
は
延
享
五
年

(
一
七
四
八
)
で
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あ
る
が
、
面
山
が
本
書
を
撰
述
し
た
享
保
年
間
に
は
、
禅
戒
に
就

い
て

の
未
曾
有
の
関
心
が
宗
内
に
高
ま
つ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ

と
は
面
山
に
よ
る
序
文
に
も

「然
る
に
時
は
澆
末
に
丁
り
、
人
は
信
根

少
く
徒

ら
に
人
我
を
競
い
、
妄
り
に
祖
訓
を
昧
し
正
伝
を
軽
蔑
し
て
、

駁
議
紛
然
た
り
。
余
、

昧
劣
な
り
と
錐
も
、
筍
く
も
緒
属
を
永
平
に
辱
(
4
)

う
す
。

供
黙
す
る
に
忍
び
ず
、
乃
ち
毫
を
把
っ
て
此
の
大
戒
訣
を
著
す
」

(原
漢
文
)
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る

で
あ
ろ
う
。

こ

の

『
大
戒
訣
』
は
上
中
下
巻
よ
り
成
る
大
著
で
あ
る
が
、
上
巻
で
は
、

仏
祖
正
伝
の
菩
薩
大
戒
は
釈
迦
牟
尼
仏
を
戒
源
と
し
て
、
嫡
嫡
面
授
二

十
八
伝
し
て
達
磨
大
師
に
至
り
、
達
磨
西
来
の
後
、
歴
代
相
承
二
十
三

伝
し
て
天
童
如
浄
に
至
り
、
永
平
道
元
に
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
、

次
に
達
磨
の
伝
戒
に
つ
い
て
光
定

・
最
澄
の
所
説
を
挙
げ
、
ま
た
栄
西
・

明
全

・
道
元

・
辮
円

・
覚
心

・
師
錬
等
の
例
を
あ
げ
て
、
菩
薩
太
戒
伝

承
の
跡

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
申
巻
で
は
、
初
め
に

「
今
仏
祖
正
伝

大
戒
の
梗
概
を
発
揮
せ
ん
と
欲
す
る
に
、
専
ら
顕
揚
大
戒
論
の
所
標
に

依
り
、

略
し
て
証
を
仏
経
祖
論
に
采
る
。
是
れ
此
戒
と
台
宗
円
頓
戒
と

(
5
)

其
の
趣
を
同
く
す
る
に
因

つ
て
な
り
。
」
(原
漢
文
)
と
述

べ
、
こ
の
趣

意
の
も

と
に
総
論

・
声
聞
菩
薩
二
僧
差
別

・
声
聞
菩
薩
二
戒
勝
劣

・
共

声
聞
漸
修
菩
薩

・
不
共
声
聞
直
往
菩
薩

・
直
往
菩
薩
戒
大
綱

の
順
序

に
、
そ
れ
ぞ
れ
仏
経
祖
論
の
所
説
と
面
山
自
身
に
よ
る
要
訣
を
示
し
て

い
る
。
下
巻
で
は
、
直
往
菩
薩
十
六
条
戒

・
授
受
軌
則

・
持
犯
要
義

・

繊
悔
大
意

・
菩
提
行
願
に
つ
い
て
、
三
帰
依

・
三
聚
浄
戒

・
十
重
禁
戒

の
十
六
条
戒
に
関
す
る
大
乗
経
典
の
文
証
を
中
心
に
、
菩
薩
戒
の
本
領

が
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
書
は
、
洞
門
正
伝

の
菩
薩
大
戒
は
旧
本
天

台

の
円
頓
戒
と
、
そ
の
所
伝

・
内
容
を
同
じ
く
す
る
と
の
見
地
に
立
つ

て
禅
戒
論
を
組
織
し
た
も
の
で
あ
り
、
禅
戒
思
想
史
上
に
お
い
て
注
目

す
べ
き
著
述
で
あ
る
。

面
山
の

『仏
祖
正
伝
大
戒
訣
』
が
著
さ
れ
て
、
そ
れ
が
ま
だ
上
梓
さ

れ
な
い
時
期
、
-
す

な
わ
ち

一
七
三
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
禅
戒
の

書
に
、
指
月
慧
印

(
一
六
八
九
-
一
七
六
四
)
の

『禅
戒
篇
』

一
巻

が
あ

る
。
こ
の
著
書
は
、
卍
山
の

『
禅
戒
訣
』
に
次

い
で

「禅
戒
」
の
名
を

冠
し
た
第
二
の
著
述
で
、
享
保
二
十
年

(
一
七
三
五
)
に
撰
述

し
、
元

文
二
年

(
一
七
三
七
)
に
公
刊
さ
れ
た
。
内
容
は
戒
源

・
得
戒

・
伝
持

・

戒
次

・
戒
伝

・
戒
義

・
勧
戒

・
受
法
・
修
幟

・
戒
蔵
の
十
章
よ
り
成
り
、

禅
戒
の
本
質
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
初
め
に
戒
源
で
は

「
唯
信
を
戒
源
と
為
す
」
と
し
て
、
禅
戒
は
信
が
基
本
で
あ
る
こ
と
を

述

べ
、
次
い
で
得
戒
で
は
自
誓
受
戒
を
否
定
し
、
正
師
に
就
い
て
受
戒

す

べ
き
こ
と
を
説
き
、
伝
持
及
び
戒
次
で
は
、
三
帰

・
三
聚

・
十
戒
の

護
持
と
そ
れ
ら
の

一
如
的
関
係
が
説
か
れ
、
再

び
根
元
的
な
意
味
で
の

信
-
本

証
の
信
-
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
戒
伝
で
は

「
今

我
が
所
伝
は

一
経

一
論
に
依
愚
せ
る
後
人
創
立

の
謂
に
あ
ら
ず
、
唯
仏

(
6
)

こ
れ
を
印
し
祖
こ
れ
を
証
し
、
聯
綿
相
承
し
て
他
岐
を
容

れ
ず
。
」
(原

漢
文
)
と
論
じ
て
、
仏
戒
の
相
伝
は
仏
祖
の
印
証
に
よ
る
こ
と
を
示
し
、

ま
た
戒
義
で
は
、
十
六
条
戒
の
意
義
が

「教
授
戒
文
」
に
基
づ
い
て
拮

禅
戒
思
想
論
考

(黒

丸
)
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提
さ
れ
、

い
わ
ゆ
る
宗
伝
の
戒
義
と
し
て
、
禅
戒
の
真
髄
が
開
演
さ
れ

て
い
る
。
本
書
の
核
心
を
な
す
も
の
は
明
ら
か
に
こ
の
戒
義
の
章
で
あ

り
、
そ
の
所
説
は
、
仏
祖
の
証
明
に
基
づ
い
て
戒
学
の
根
本
真
実
を
解

明
し
た
も
の
と
し
て
禅
戒
思
想
の
流
れ
の
中
で
も

一
際
異
色
で
あ
る
。

指
月

の

『
禅
戒
篇
』
が
刊
行
さ
れ
た
二
年
後

の
元
文
四
年

(
一
七
三

九
)
に
は
、
大
虚
喝
玄

(
一
七
三
六
寂
)
の
『永
平
丈
室
夜
話
菩
薩
戒
義
』

一
巻
が
永
平
寺
か
ら
出
版
さ
れ
た
。

こ
の
書
は
、
享
保
十

七
年

(
一
七

三
二
)
に
侍
者
が
こ
れ
を
輯
録
し
、
同
年
八
月
に
喝
玄
が
序
文
を
認

め

て
い
る
か
ら
、
著
述
年
次
か
ら
す
れ
ば

『
禅
戒
篇
』
に
先
立

つ
こ
と
三

年
で
あ
る
。
喝
玄
の
自
序
に
よ
れ
ば
、
当
時
菩
薩
戒
に
つ
い
て
の
議
論

紛
紛
た
る
状
態
を
顧
み
、
宗
伝

の
菩
薩
戒
は
諸
仏
諸
祖
の
本
源
で
あ
り

行
菩
薩
道

の
根
本
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
戒
法
に
つ
い
て
の
妄
議
を

破
し
、
仏
戒
の
本
旨
を
挙
揚
せ
ん
と
し
て
述
作
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
内
容
は
大
事
因
縁

・
頓
受
戒
法

・
漸
受
戒
法

・重
受
戒
法
・

大
小
簡
異

・
大
戒
歎
徳

・
三
種
受
法

・
受
戒
師
範

・
布
薩
法
儀

・
説
戒

因
縁
の
十
綱
目
よ
り
成
り
、
博
く
仏
典
祖
録
を
引
用
し
、
こ
れ
に
著
者

の
見
解
を
加
え
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
宗
門
所
伝

の
菩
薩
戒
は
婆
路
本

業
経
に
基
づ
い
て
建
立
さ
れ
た
潟
磨
で
あ
ろ
う
と
述

べ
、
ま
た
禅
門

の

受
戒
法
は
必
ず
し
も
漸
受
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
宗
門

の
正

伝
は
頓
受
戒
法
で
あ
る
と
説
く
な
ど
、
戒
学
上
の
主
要
な
問
題
が
論
じ

ら
れ
て
い
る
。
面
山
は
享
保
十
七
年
十
月
に
こ
の
書
に
序
文
を
撰
し
、

ま
た
宝
暦
十
三
年

(
一
七
六
三
)
に
は
、
面
山
が
住
し
た
若
狭

の
永

福

庵
か
ら
こ
れ
を
再
刊
し
て
い
る

喝
玄
の

『
菩
薩
戒
義
』
に
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
禅
戒
の
書
は
、
前
述

の

『
仏
祖
正
伝
大
戒
訣
』
(
一
七
四
八
)
で
あ
る
が
、
著
者
面
山
は
こ
の

書
の
刊
行
に
先
立
つ
て

『
仏
祖
正
伝
大
戒
訣
或
問
』

一
巻
を
撰
述
し
、

延
享
四
年

(
一
七
四
七
)
十
月
に
自
序
を
撰
し

『
大
戒
訣
』
に
附
し

て

印
刻
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
面
山
は
、
『
大
戒
訣
』
を
著
し

て
よ
り

以
来
、
同
書
の
所
説
に
対
し
て
賛
否
両
論
が
あ

つ
た
の
で
、
そ
の
中
の

主
な
質
疑
に
応
え
て
宿
意
を
吐
露
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
序
文
に
記
し

て
い
る
。
『
大
戒
訣
或
問
』
は
全
篇
三
十
二
項
の
問
答
と
総
結

の
文
よ

り
成
り
、
伝
戒

・
戒
相

・
戒
体

・
戒
儀
な
ど
禅
戒
に
関
す
る
種

々
の
事

項
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
面
山
の
見
解
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
面

山
が
こ
れ
よ
り
後
に
上
梓
し
た
戒
法
の
著
書
と
し
て
は
、
『
若
州
永
福

和
尚
説
戒
』
(
一
七
六
〇
刊
)
、
『
梵
網
戒
本

ロ
訣
』
(
一
七
六
三
刊
)
、
『
得

度
或
問
』
(
一
七
六
三
序
刊
)
等
が
あ
る
。

斯
く
の
如
く
正
徳

・
享
保
年
間
に
端
を
発
し
、
歳
月
の
推
移
と
共
に

多
様
に
展
開
し
た
禅
戒
思
想
は
、
宝

暦
八
年

(
一
七
五
八
)
に
万
偲
道

坦

(
一
六
九
八
-
一
七
七
五
)
が

『
仏
祖
正
伝
禅
戒
砂
』
を
刊
行
す
る
に

及
ん
で
、
本
質
的
解
明
の
時
を
迎
え
る
に
至
つ
た
と
見
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
書
は
後
世
禅
戒
研
究
上
の
第
二

の
書

と
し
て
知
ら
れ
る
が
、

万
偲
の
撰
す
る
序
に
よ
れ
ば
、
当
時
洞
門

の
戒
学
す
で
に
地
に
堕
ち
て

振
わ
ず
、
戒
師
と
称
す
る
者
も
禅
戒

の
本
義
に

つ
い
て
は
知
る
と
こ
ろ

な
く
、
そ
の
説
戒
は
徒
ら
に
教
家

の
途
轍
に
堕

し
て
い
た
の
で
、
万
像
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は
偶

々
発
見
し
た
経
豪
の
梵
網
経
抄
を
読
む
こ
と
百
遍
、

一
隙
の
光
明

を
得
て
こ
の
禅
戒
砂
を
上
梓
す
る
に
至

つ
た
と
述

べ
て
い
る
。
し
た
が

つ
て
そ
の
内
容
は

「教
授
戒
文
」
を
禅
戒
の
骨
髄
と
し
「
梵
網
経
略
抄
」

を
抄
出
し
て
そ
の
註
解
と
な
し
、
さ
ら
に
経
論
中
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
戒

に
関
す
る
文
証
を
挙
げ
て
、
禅
門
古
来

の
戒
法
の
意
義
を
強
調
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
序
文
に
は

「
西
天
の
結
経
、
東
地
の
翻
訳
前
に
先

ん
じ
、
如
来
の
正
法
を
迦
葉
相
伝
し
て
よ
り
以
降
、
二
十
八
代
次
第
相

承
し
て
少
林
大
師
に
至
る
。
其
の
所
伝
の
法
を
以
て
、
仮
に
名
け
て
正

法
眼
蔵
浬
繋
妙
心
と
日
い
、

一
大
事
因
縁
と
日
い
、
威
音
那
畔
最
大
事

と
日
う
。

即
ち
是
れ
、
之
を
禅
と
名
づ
け
、
之
を
戒
と
号
す
、
禅
戒
の

(
7
)

称
由

つ
て
設
く
る
所
以
な
り
。
」
(原
漢
文
)
と
述

べ
て
、
禅
戒

の
真
髄

で
あ
る
禅
戒

一
如
の
宗
旨
を
高
揚
し
て
い
る
が
、
ま
た

一
方
で
は
巻
頭

に
規
約
六

力
条
を
示
し
て
、本
書
の

一
般
書
難
に
お
け
る
売
買
を
禁
じ
、

一
宗
の
誉
宿

・
伝
戒
の
長
老
等
の
請
本
す
る
も
の
以
外
に
は
授
与
す
る

こ
と
を
許

さ
ず
と
し
、
是
よ
り
十
五
年
後
に
は
こ
れ
を
殿
板
せ
よ
と
い

う
如
く
、

高
遠
な
宗
義
が
劣
機
の
者
に
よ
っ
て
安
易
に
誤
解
さ
れ
る
こ

と
の
な

い
よ
う
、
極
力
警
戒
し
て
い
る
の
は
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
洞
門
に
お
け
る
禅
戒
の
思
想
は
、
究
極
的
に
は
万
偲
が

『
禅
戒
砂

』
を
著
し
た
宝
暦
八
年
か
ら
遡
る
こ
と
四
百
四
十
九
年
、
延

慶
二
年

(
一
三
〇
九
)
に
稿
了
し
た

『梵
網
経
略

抄
』
の
戒
学

に
帰
す

る
結
果
と
な
つ
た
。
元
来

『
梵
網
経
略
抄
』
は
、
経
豪
が

『
正
法
眼
蔵

抄
』
を
完
成
し
た
翌
年
に
著
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
『
正
法
眼
蔵
』

参
究
の
成
果
の
上
に
実
を
結
ん
だ
戒
学
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
し
た
が

つ
て
、
『
略
抄
』
の
戒
思
想
が

『
正
法
眼
蔵
』
の
仏
法
と
本
質
的

に
相

応
す
る
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
昭
和
五
十
年
度
の
本
学
会
紀
要

(第

二
十
四
巻
第

一
号
)
に
管
見
を
記
し
た
の
で
あ
る
が
、
経
豪
に
よ
っ
て
禅

戒
の
骨
子
が
第

一
義
の
仏
法
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
そ
の
初
め
に

「戒

ハ
制
止
ナ
リ
、
対
治
ナ

リ
、
制
止
ト
云

ハ
ス
テ
ニ
釈
迦
牟
尼
仏
始
テ
菩
提
樹
下

二
坐
シ
給

テ
、

無
上
正
覚

ナ
リ
終

テ
結
戒
ヲ
制
止
ト
名
カ
ユ
ヘ
ニ
、
我
与
二大
地
有
情
一

(
8
)

同
時
成
道
ト
制
止

ス
ル
ナ
リ
、
故
仏
戒
ト
云
フ
。」
と
道
取
す
る

よ
う

に
、
『略
抄
』
の
戒
学
は
本
来
成
仏

の
実
相
に
基
づ
く
究
寛
清
浄
戒

と

し
て
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
又
や
が
て
仏
果
を
証
せ
ん
が

た
め
の
因
位
に
お
け
る
戒
で
は
な
い
か
ら
、
「
仏
戒

ハ
其
相
無
辺
際
是

(
9
)

ヲ
仏
果
ト
云
。
」
と
い
い

「
(仏
戒

ハ
)
是
森
羅

百
草

ノ
自
道
取
也
、
以
二

(
1
0
)

此
道
取
一仏
戒
受
持
ノ
功
徳
ト
云
フ
、
此
外
更
果

ヲ
待
事
不
レ可
レ有
」

と
説
か
れ
る
。
こ
の

『
略
抄
』
の
戒
学
の
趣
旨

は
、
仏
果
位
す
な
わ
ち

本
証
の
境
位
に
お
け
る
禅
的
実
践
を
説
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
仏
戒
を

受
持
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
畢
寛
本
証

の
禅
を
修
行
す
る
こ
と
に
帰
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
不
殺
生
戒

の
説
示
に
「
諸
悪
莫
作
」

の
修
証
を
述

べ
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
禅
戒

一

如
の
本
来
的
意
味
は
証
上
の
修
行
を
説
く
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
が
儀

軌
と
し
て
の
受
戒
に
よ
っ
て
禅
の
本
質
が
把
握
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
(註
略
)

禅
戒
思
想
論
考
 (黒

丸
)
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